大阪教組　栄養教職員部交渉（平成28年12月15日）

　第１、２、３、４、１１の項目について
　栄養教諭・学校栄養職員につきましては、義務標準法による定数を基礎として、本府の定数状況を勘案の上、配置しております。
　文部科学省では、平成29年度概算要求において、「社会に開かれた教育課程」を実現し、複雑・困難化する教育課題に対応する「次世代の学校」の創生に必要不可欠な教職員の配置充実を図るため、発達障がいやいじめ、貧困など子どもが抱える多様な課題への対応等に必要な3,060人の定数改善が計上され、その中において栄養教諭の配置充実として、複数配置基準の引き下げが盛り込まれたところです。府教育庁としましては、引き続き、今後の国の動きを注視するとともに、教職員の定数改善が図られますよう求めてまいります。
　今後とも、栄養教諭等定数の確保に努めるとともに、適正な定数管理に努め、適正な勤務労働条件の確保に向けて取り組んでまいります。

第２、３、４の項目について
　栄養教諭・学校栄養職員の定数改善については、これまでも様々な機会を通じて国に対し要望をしてきたところです。今後も引き続き、要望をしてまいりたいと考えております。

　中学校給食の運営については、学校給食の実施主体である市町村が、最もふさわしい実施方法を決定したものであり、その内容については尊重すべきものと考えております。

　栄養教諭の加配措置については、限られた人数ではありますが、加配措置の必要性や地域バランス等を総合的に勘案し、加配措置校を決めているところです。

また、加配を希望する市町村に対しては、ヒアリング実施し、各市町村の実情等をお聞きしているところです。

なお、加配措置を行った学校に対しては、学校訪問を行い、その際にも校内体制の整備や、市町村のサポート体制等について、必要に応じ指導・助言を行っているところです。
第５の項目について
　栄養教諭の代替者は、栄養士である学校栄養職員を臨時技師として任用しているところでございます。

給与条例において、栄養士の給料表は医療職給料表（二）と定められており、ご要求に応じることは困難でございます。
第６の項目について
　市町村教育委員会に対し、「食物アレルギー等を有する児童・生徒等に対しては、校内において校長、学級担任、養護教諭、栄養教諭、学校医等による指導体制を整備し、保護者や主治医との連携を図りつつ、可能な限り、個々の児童・生徒等の状況に応じた対応に努めるよう指導すること。」との指導・助言を行っているところです。

また、今年度策定いたします「学校における食物アレルギー対応ガイドライン」においては、文部科学省通知等を踏まえた内容とする予定です。
第７の項目について

　教職員の評価・育成システムについては、教職員の意欲・資質能力の一層の向上を図ることにより、給食センター（共同調理場）を含め、学校現場における教育活動をはじめとする様々な活動の充実、組織の活性化を図ることを目的として実施しています。
　評価者の「評価」に対する理解を深め、評価・育成能力の向上を図るため、評価・育成者研修を実施しておりますが、研修では学校栄養職員の演習事例を作成するなど、実践的な事例研修に向けた取り組みを行っております。
　評価結果の給与等への反映については、皆さま方との協議を踏まえ、平成19年度から前年度の評価結果を昇給及び勤勉手当に反映しており、平成24年度からは上位評価の昇給への反映を廃止するとともに、勤勉手当については、より勤務成績が反映できるよう成績率を見直したところです。
第８の項目について

　妊娠時の職務の軽減措置を図ることは、現状では困難です。
第９の項目について
大阪府教育センターでは、栄養教職員を対象とした 「新規採用栄養教諭研修」、「栄養教諭10年経験者研修」、「栄養教諭・学校栄養職員研修」、「新任栄養教諭研修」を実施しています。また、「学校における食育研修」を実施し、栄養教職員も対象としています。

栄養教職員の専門性の向上のため、さらなる内容の充実に努めてまいりたい。
第１０の項目について

ご要望のございました、栄養教諭向け教員免許更新講習の開設情報につきましては、可能な限り早期に把握をしたうえで情報提供をさせていただきます。
なお、文部科学省のホームページには「更新講習開設情報」が掲載されています。文部科学省では大学などからの更新講習の認定申請を受けて、認定を行ったものから順次ホームページに掲載しますので、このホームページの情報が最新のものとなります。

平成２９年度に開設される更新講習については、第１回の認定を受けた講習が平成２９年１月中旬に公表される見込みであり、以降、毎月中旬に、新たに認定を受けた講習についての情報が更新されることとなっていますので、ご確認ください。

今後とも、情報収集に努めるとともに、的確な情報提供を行ってまいります。
第１１の項目について
新規採用栄養教諭に対する研修については、「校内研修年間指導計画モデル（指導内容例）」において、研修指導員による校内研修を１日４時間程度、年間４日間実施するモデル例をお示ししているところです。

なお、研修指導員については、新規採用栄養教諭を有する市町村教育委員会に対し、原則として管内の経験豊富な栄養教諭をご推薦いただき、決定しているところでございます。
　第１２の項目について

　栄養職員等の短時間再任用職員（週19H30M勤務）の勤務時間の割り振りにつきましては、原則、次のとおりとしております。

① 週3日勤務（7:45×2日、4:00×1日）

② 4日勤務（7:45×1日、4H×2日、3:45×1日）

③ 5日勤務（4H×3日、3:45×2日）

なお、再任用短時間勤務者の要勤務日以外に代替者等を措置することは、現状では困難です。
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